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全力疾走 !

皆さんこんにちは。宮城県議会議員の庄田圭佑です。

３月１９日に第３７７回定例会が閉会し、１兆５９０億

円の令和３年度一般会計予算(補正含)が可決となりました。

私は以下のテーマで一般質問に登壇しました。

質問要旨として、大綱１では、コロナ後の県行政でのDX

推進や感染症流行期の業務継続、東日本大震災の復興需要

が一服し、税収減が見込まれる中での財源確保策等を質問

しました。大綱２では、児童虐待防止法改正に伴い国が進

める、子供の意見表明権（アドボカシー）について、本県

での取り組みや一時保護所でのオンラインを活用した学び

の確保等を質問いたしました。

主な質問とその答弁は次に記載の通りです。

このように、村井知事をはじめとした執行部から「検討

する」旨の答弁が数多く出ており、これまで一般質問等を

通じ何度も求めてきた提言が実を結び始めてきています。

特に、業務継続計画を感染症流行期を踏まえた内容に見

直すことは、災害等のいかなる場合でも県業務の継続体制

を強化することになり、安全安心な環境醸成にも繋がるた

め、今後の県の取り組み状況を注視して参ります。

引き続き県政発展に全力疾走して参りますので、皆様よ

り忌憚のないご意見賜れば幸いです。
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下記時間帯は事務所に詰めておりますので、お困りごと等
有ればお気軽に事務所にお越し下さい。

令和３年4月18日(日)13時～15時

①子どもたちが学ぶ環境の更なる向上を求める意見書

②新型コロナウイルスのワクチン確保及び接種について

早急な体制整備を求める意見書

③特別支援学校の設置基準の策定を求める意見書

④性犯罪者に関する刑法の規定等の更なる見直しを求め

る意見書

Q. 県行政でのキャッシュレス決済導入を推進すべき

A. キャッシュレス決済の順次導入に向け、利用者ニーズ
や各施設の状況を踏まえ、具体的に検討する(村井知事)

Q.今後の税収減を見据えた基金運用の強化が必要

A. 来年度から複数の基金を一括運用し、債券運用額を現
時点の339億円から500億円まで増やす。利回り確保の
ため、地方債や財投機関債に加え、これらと同等以上に安
全な社債運用も拡充させる（村井知事）

Q.一時保護所でのオンライン学習環境を整備すべき

A. 子供たちが学習面で不利益を被ることがないよう、ICT
機器を活用した学習の手法等を検討する(伊東教育長)

私はキャッシュレス推進を議会で何度も提言して参りま

した。私の提言やコロナ対策も踏まえ、接触機会を減らせ

ること、手軽に納税が可能となり利便性も高まることから、

来年度からスマホ納税サービスがスタートします！5月の自

動車税から本格スタートし、以下のアプリで納税可能です。

引き続き、便利で身近な宮城県を目指して参ります！

納税イメージ(奈良県生駒市提供)

大綱１．アフターコロナと東日本大震災後の時代を見据え
た県政運営について

大綱２．子供たちの意見表明と学びの確保について

Q.感染症を踏まえた宮城県業務継続計画に見直すべき

A. 感染症流行時にも行政機能を停止させることのないよ
う、県業務継続計画の見直しについて検討する(村井知事)

のため、企業ロ
→
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皆様の声をお聞かせ下さい！

宮城県議会議員
庄田圭佑事務所

〒981-3213
仙台市泉区南中山2-2-5

T E L ： 0 2 2 - 3 4 2 - 1 0 4 1
FAX ：050-3737-4421

業務継続計画（Business Continuity Plan）とは、大

規模災害の発生により、庁舎や職員、ライフライン等に制

約が生じた状況下で、優先的に実施すべき業務を特定し、

業務の執行体制や手順等を組織として共有することにより、

適切な業務執行を行うことを目的とした計画です。

宮城県では、東日本大震災と同規模の地震が発生した場

合を想定し、平成２８年３月に「宮城県業務継続計画」を

策定（令和元年５月に、対象範囲

を本庁から地方機関に拡張するな

どの改定を実施）しています。

今後、感染症流行期を想定した

業務継続計画へ見直しが行われます。

ラ 業務継続計画（BCP）

全力疾走！令和3年3月20日発行 Vol.70

社会全体で支える宮城の子ども・子育て

被災地の復興完了に向けたきめ細やかなサポート

※ここに掲載している事業概要は県事業の一部分であり、詳細については宮城県
財政課HP（https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/zaisei/ ）をご覧ください。

富県宮城を支える県内産業の持続的な成長促進

誰もが安心していきいきと暮らせる地域社会づくり 強靱で自然と調和した県土づくり

新型コロナウイルス感染症対策
※(新)は新規予算

(拡)は拡充予算

事業項目 予算額(千円)

医療提供体制整備費 13,608,000

医療機関等設備整備支援費 1,100,000

介護基盤整備等支援費 695,748

妊産婦総合対策費 143,655

事業項目 予算額(千円)

被災地域福祉推進費 543,118

被災児童生徒等就学支援費 388,415

輸出基幹品目販路開拓費 24,900

仙台空港運用24時間化環境整備費(新) 1,022,000

AI・IoT産業創出・活用促進費(新) 45,800

県産食品海外ビジネスマッチング支援費(新) 15,128

みやぎの園芸振興プロジェクト推進費(新) 327,178

みやぎ学生・企業コミュ活促進費(新) 7,300

美術館リニューアル整備費(新) 56,022

病床機能再編支援費(新) 292,000

福祉系高校修学資金等貸付金(新) 33,600

障害者差別のない共生社会推進費(新) 17,000

不妊治療医療助成費(拡) 584,270

地域子ども・子育て支援費 2,770,000

児童虐待対策費(拡) 142,161

私立高等学校不登校生徒支援費(新) 24,800

太陽光発電を活用したEV利用モデル等導入促進費(新) 25,000

野生鳥獣保護管理対策費 260,498

防災・減災・国土強靭化対策費 1,482,843

公共施設等長寿命化対策費 28,503,094

三陸沿岸道路「かなえおお
はし」開通式に出席

ヤングケアラーの現状と課
題について勉強会を主催

東日本大震災から10年、
慰霊塔と荒浜小を視察

集団移転跡地に建設中のア
クアイグニス仙台を視察

「新・宮城の将来ビジョン」初年度の令和3年度においては、県政

運営の成果や課題、社会情勢の変化などを踏まえつつ、新型コロナ

ウイルス感染症対応に適時適切な対策に取り組むほか、震災復興の

完遂や富県宮城の更なる発展に向けた施策を推進。また、子育て支

援や教育・福祉の充実、各分野における人材確保対策やデジタル改

革の推進などの施策を積極的・重点的に予算化しています。

２月１３日福島県沖地震対応予算

被災者住宅再建支援費(震災復興基金)(当・新) 100,000

中小企業等復旧・復興支援費(当) 1,350,000

中小企業施設設備復旧支援費(震災復興基金)(当) 100,000

強い農業・担い手づくり総合支援費(当) 50,000

港湾施設災害復旧費(当) 2,682,360

教育施設等災害復旧費(当) 233,995

県民会館災害復旧費(補) 330,000

河川改良復興費(補) 597,400

※(当)は令和３年度補正予算
(補)は令和２年度補正予算

宮城県理学療法士連盟の皆
様と意見交換を実施

建設企業委員会委員長とし
て委員会進行する様子


